
　旧前田家本邸見学会パート ２
　昨年 ６月 ６日の「旧前田家本邸見学会」が応募者多数
でしたので、12月１１日にパート ２を企画しました。再び
２倍の応募があり見送っていただいた同窓生には大変申
し訳なく思っております。前田邸は個人でも気楽に見学
に行けますが、同窓生が集まってランチのテーブルを囲
んで四方山話に花を咲かせる楽しみは同窓会ならではだ
と思います。今後も魅力ある見学会を企画していきたい
と思っています。

＊申込方法・問合先＊

＊申し込み受付けは期間限定でメールのみです。
下記必須項目を明記して送信してください。お一
人ずつの申し込みをお願いします。連名での申し
込みは受付けません。必ずパソコンからのメール
を受信できるよう設定お願いします。
①企画名 ②氏名 ③携帯番号 ④卒年・学科 ⑤住所
＊受付期間： ５ 月 ３ 日（日）13時～ ５ 月 ６ 日（水）１６時
＊申し込み多数の場合は抽選し、参加可否を含め
すべての返信は締め切り後にいたします。
＊参加申込・問合先アドレス
la.aotan@gmail.com

（エル エー . エー オー ティ エー エヌ＠gmail.com）

＊メールアドレスを変更しました。ご注意ください!

　鎌倉文化散歩
　秋晴れの鎌倉を訪れました。駅から小町通りを抜
け彩り豊かな小皿が並ぶ和のランチを楽しんだ後、
川喜多映画記念館へ。東宝東和創業者夫妻の映画へ
の情熱が伝わる展示は馴染みの作品も多く、特別に
公開された夫妻の旧邸では紅葉に彩られた山を背
にした古民家の美しい景観と学芸員の解説に心癒
されました。最後に鏑木清方記念美術館を訪れ、長
らく所在不明だった代表作「築地明石町」三部作を

下絵や資料とともに鑑
賞。ガイドの丁寧な説明
により作品世界を深く
堪能し、鎌倉の晩秋にふ
さわしい充実した一日
となりました。

　思い出の花の道
　短大東門から幼稚園、図書館、事務棟の横を通り
総会会場の礼拝堂へと通いました。道にはクリスマ
スローズ、ローズマリー、バラなどの花々が咲いて
いました。
　幼い時から物語が好きで、ギリシャ神話の花物語
に夢中でした。花の名前の由来を想いながら花を眺
めるのは至福の刻です。
　クリスマスローズの名は、貧しい少女がイエス様
のお誕生祝いが無くて、悲しみの涙を零したところ、
そこから純白の花が咲き、その花を捧げたのが由来
と。バラにはたくさんの品種があり、それぞれに名
前がつけられていますね。短大に咲いていたのは
「ピース」でした。
　「バラ園」を訪れる機会があれば「アンネのバラ」
を探してみてください。『アンネの日記』のアンネ
に捧げられたバラで、蕾の赤から咲き進んで黄色や
サーモンピンクに変わります。日本にはアンネのお
父様から贈られました。貴重なバラですが最近はバ
ラ園でも見ることが多くなりました。青山キャンパ
スに建てられた短大記念碑の傍らに咲かせられたら
と夢みています。
　あの花の道はもう無くなりましたが、花々は思い
出の中で美しく咲いています。� （47L E.T.）

　春のローズガーデン散策
　歴史的価値の高い東京都指定文化財「赤坂プリン
スクラシックハウス」を取り囲む庭園は都心最大級
のバラ園として人気です。重厚な洋館の外観は一見
の価値があります。
　見頃を迎えるバラ園に咲き誇る90品種600株の春
バラ鑑賞と紀尾井町のランドマーク「東京ガーデン
テラス」内のエスニックレストランで東南アジアの
本格的料理をコースで味わいます。
　目も舌も楽しめる春の 1日を過ごしませんか。
　バラ園散策は自由行動でお楽しみいただけます。

日　　　時 ：5 月18日（月）
　　　　　　11：15集合
集 合 場 所：東京メトロ　永田町駅
　　　　　　9a出口改札口
参　加　費：3,000円（昼食代）
定　　　員：20名
申 込 方 法：メール（下記参照）

大学陸上部箱根駅伝 ３ 連覇達成！
　今年も箱根路を駆け抜けた選手たちの姿が、
多くの校友の心に深い感動を残しました。青
山学院校友会（もちろん短
大同窓会も校友会の一員で
す）では2008年に「箱根駅伝
を応援する会」が結成され、
以来主に沿道での応援につ
いて夏の終わり頃から駅伝
後の ３月頃まで、沿道応援
の拠点づくりやノボリの準
備など応援体制を話し合っています。短大担
当の増上寺芝公園前にも大勢の方が応援に集まり ３年連
続首位で走り抜けた青学に大声援をおくりました。
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